








要約:平成元年度より実施してきた本研究により、各種健診を利用した保健指導の有効性

が実証されたが、平成 9年度以降、健診の実施主体が市町村に移譲されることを踏まえ、

和歌山県内の 50 市町村に、小児の事故予防に対する現状、今後の取り組み方針等に関す

るアンケート調査を行った。その結果、ほとんどの市町村で、小児の事故予防については、

今後重要な母子保健活動の一つになると認識されており、既に何らかの形で、活動が実施

されていることが分かった。また、当研究班で実施してきた方法についても適切との答え

が多かったが、その実施に当たっては、実施者の作業負担の軽減を図るような方策の必要

性が分かった。また、今後の県の役割としては、事故の発生状況に関する情報収集への期

待が高く、今後の母子保健活動の中での県と市町村の役割分担を示唆するものとなってい

た.


